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宿毛市教育相談講座  

 

８月２４日（木）宿毛市役所において、宿毛市教育相談

講座及び第２回宿毛市不登校指導担当者会が開かれま

した。今年度は、高知県心の教育センターの田中勇作スク

ールカウンセラーをお迎えし、『不登校支援～子どもの心を

育む～』と題して、ご講演いただきました。 

講演では、カウンセリングの効果や価値づけ、不登校支

援に対する基本的な考え方等、架空事例も交えながらお

話しくださり、不登校の児童生徒への支援の在り方につい

て理解を深めることができました。 

不登校については宿毛市でも喫緊の課題となっており、改善に向け引き続き重点的な取組

みが必要となります。参加していただいた先生方には、本会での学びや気付きを各校で情報共

有していただき、２学期からの不登校支援にぜひ活用していただければと思います。　 

◆田中先生の講演より（一部抜粋）◆ 

●学校カウンセリングにおける価値づけ（通訳）とは？ 

 

・新しい考えを見つける 

・捉え方を変える 

・体験に対する考え方を変える 

 

→学力・友人関係・家族など、カウンセリング内

では簡単になくせない悩みに対して、新しい考

え方をもってもらうことで捉え方を変える。 

過去の体験に対して、違う意味があると気づく

こともある。問題をなくすのではなく、考え方

を変えることで悩みを減らす。 

 

●不登校支援に必要な３つの考え 

 

①居 場 所 の 提 供…関われないと支援できない 

②自信・自尊感情…やる気がなければ力はつけられない 

③コミュニケーション…社会的自立で苦手意識をもちやすいスキル 
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※支援が難しい子どもの特徴…意図が伝わりづらい。愛着障害の可能性。



●愛着障害とは？ 

…愛情を与えていないことで生じる障害ではなく、子どもが愛情を感じられていな 

いことで生じる障害のこと。 

 

愛情の行き違い　…子どもが望むときに望む愛情が与えられていない、 

子どもが望まないときに望まない愛情を押しつけ 

られている 

　相 性 の 問 題 　…子どもの特性・特徴と親の育て方が合わない 

 

→関係性の問題が原因で起こる。 

 

●愛着障害の３大特性 

 

愛情欲求行動　・自分で事件を起こして報告 

・叱られるか試して比較 

・愛情欲求エスカレート現象 

・静寂つぶし（ネガティブな感情の紛らわせ行動、アピール行動） 

　　自 己 防 衛　・目撃されてもしたことを認めない 

・人のせいにする 

・解離状態（ネガティブな感情の予防、わずかなポジティブ感情 

の固守） 

     自己評価の低さ　・無力感（どうせできない） 

　　　　　　　・自信のなさ 

・根拠のない自信、虚勢 

・他者への指摘 

・学習指導困難 

・低学力（成功体験を受けとめてもらった経験の不足） 

 

→愛着障害の要因は、子どもの生活環境に起因しており、愛着修復は「いつでも、

誰にでも可能」である。 

 

●愛着修復のメカニズム 

 

安心基地づくり 

 

 

安全基地づくり 

 

 

探索基地づくり 

 

 

 

 

…安心基地は、とくに恐怖や不安がなくても、普段からその人 

　のそばにいると「落ち着く」「安堵する」「癒される」気持ち、 

すなわち「ポジティブな感情」を生じさせる機能。

…安全基地は、不安や恐怖のような「ネガティブな感情」から 

　守ってくれる機能。 

…探索基地は、報告することで一人で経験した 

「ポジティブな感情」を増強し、「ネガティブ 

な感情」を軽減する機能。 

この機能があるからこそ、子どもは意欲的に 

新しいことに挑戦できる。

※愛着に課題がある子どもは、ポジティブな感情をつくっていくことから始める。 



●スマホ・ゲーム依存について 

不登校の子どもを取り巻く環境の変化　 

今までの不登校支援は、刺激をせずに「待ち」の姿勢が必要だ

といわれてきた。それは、待つことで自分を振り返る時間をつく

ったり、エネルギーをためたりする環境をつくるためである。 

　　しかし、今はスマートフォンやゲーム等の娯楽の普及により、

不登校の子どもは家にいても忙しい。刺激せずに待っていても家

の中で娯楽の刺激がたくさんあるため、なかなか自己内省するこ

とができないこともある。 

 

不登校の子どもは、なぜスマホ・ゲーム依存になりやすいのだろう？ 

依存の根幹には、「正の強化」と「負の強化」がある。「正の強化」は快楽を求め

て依存することで、「負の強化」は不快感を減らすために依存することである。 

一般的に、人は快楽がなくなることを我慢することは、それほ

ど困難ではないが、不快感を長期的に我慢することは難しい。快

楽をもたらす依存物を使えば使うほど、依存物を使っていないと

きの不快度は増してゆく。 

不登校の子どもがスマホ・ゲームに依存するのは、快楽を得る

ことより現実の苦痛を回避することを目的にしていることも多い

ため、使えないときの不快感はより強く出やすい。 

 

◆参加者のアンケートより(一部抜粋)◆ 

・たいへん分かりやすいお話でした。子どもたちの顔を 

思い浮かべながら聞かせていただきました。２学期の 

スタート、いい関わりができたらと思いました。ありが 

とうございました。 

・一番心に残ったことは、「愛着障害」というワードです。 

振り返ってみると、今まで当てはまる事象がたくさん 

ありました。愛着修復は、いつでも誰にでも可能という 

ことで、親が自覚することから始まるのかなと思いました。 

・不登校だけでなく、学級で困っている子への支援に通じるものがあり、参考に 

なりました。とくに愛着障害気味の児童に対しては、一緒にいてほっとする居場 

所をつくってあげることが大切だということで、２学期からの子どもとの関わり 

で大切にしたいなと思いました。 

・すごくわかりやすい（実際の生徒を思い浮かべやすい）講義内容でとても参考に 

なりました。生徒の状況、状態の背景を理解しようとしたときに、愛着障害とい 

う着目の仕方もできるようになりたいと思いましたし、修復のメカニズムも意識 

してみたいと思っています。 

・愛着障害について、その対応のポイントも含めて伺う 

ことができ、とても勉強になりました。自分がしてき 

た実践を振り返る、良い機会になりました。 

・思いを伝えること、いま自分（大人）がどんなふうに考 

えているのかを子どもに分かるように話すことの大切 

さを知りました。保護者にも伝えていきたいと思いま 

す。不登校の子どもの内面についても改めて考えるきっかけになり、大変勉強に 

なりました。少しでも寄り添っていけるようにしていきたいと思っています。 



学習支援ソフトを活用した授業づくり
 

 

 

文部科学省から発表されている「GIGA スクール構想」に基
づき、全国の小中学校では、１人１台のタブレット端末環境が整
備されています。タブレット端末の日常的な活用により個々の学

ぶ力を引き出し、主体的・対話的で深い学びを実現する学習ス
タイルの確立を目指しています。 
*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=* 

９月５日（火）平田小学校（２年生）、６日（水）宿毛小

学校（５年生）において、タブレット端末用の学習支援ソ

フト「ロイロノート」を活用した公開授業がありました。

「ロイロノート」は、オンライン環境で使える学習効果を

高めるためのソフトで、全国的にも多くの自治体で導入さ

れています。 

授業では、プロジェクターで教室前に大きく示された課

題が児童用タブレットに共有されると、子どもたちは手慣

れた様子で画面にメモを書き込んだり、拡大縮小して必要

な情報を収集するなど、自分なりに工夫しながらタブレッ

トを操作していました。 

ペア学習の場面では、互いの考えを分かりやすく伝える

ために自分のメモ画面を指でなぞりながら説明したり、学

習内容が理解できていない相手には、必要な情報を順序立

てて教えてあげたりするなど、タブレットの活用によって

効果的な対話学習ができていました。 

全体の場面では、ソフトの機能によって全員の解答を一

覧でき、効率的に情報共有が図られていました。また、そ

の中から複数人の解答をピックアップし、並べて比較検討

するなど、子どもたちの思考の流れを止めることなく、ス

ムーズに学習活動を行うことができていました。 

今回の平田小、宿毛小の公開授業を参観してみて、学習

支援ソフトの活用により、子どもの資質・能力の育成に向

けた幅広い授業づくりが可能になることを改めて感じま

した。今後もタブレット端末・学習支援ソフト等の効果的

な実践事例について、情報を発信していきます。 

 

【ご案内】 第 43 回幡多地区道徳教育研究大会(宿毛市大会)が開催されます 

日　　程：令和５年９月２９日（金）１３：２０～１６：４５（宿毛市立山奈小学校） 

１３：３０～１６：４５（宿毛市立東中学校） 

会　　場：①公開授業・分科会：宿毛市立山奈小学校、宿毛市立東中学校 

　　    ②全 体 会：宿毛市立東中学校体育館 

※駐車は、東中学校プール横の駐車場またはグランドをご利用ください。 

  申し込み：参加希望の方は、９月１５日（金）までに、各学校（所定の様式）を通じて宿

毛市教育委員会(岡﨑)までＦＡＸまたはＥメールによりお申し込みください。

【FAX：0880-62-1272　E-mail：gakkou@city.sukumo.lg.jp】
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